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A' マ ウ ス の 糖 質 代 謝 並 び に 脂質 代 謝に 及 ぼ す 影 響

○ 原 島　恵 美 子 ， 中 川　靖 枝 ， 浦 田　郡 平

辻　 啓 介 ， 市 川　富 夫

食　　物

目 的　 糖 尿 病 はKHO の 分 類 に よ る と ， インスり 依 存性 糖 尿 病 とインス')'J非 依 存 性 糖尿 病(  N I D D M)

に 分 類さ れ るif  . 我 が 国 の 糖 尿 病 患 者 のSOX 以 上 がNl  DDM で あ る と さ れ る.     NIDDM 悪 者 は 発

症 前 から 食 物 繊 維 摂 取 量 が 少 な く ， 栄 養 のア'jn'ランスが 著し い こ と が 知 ら れて い る ． 糖 尿 病

治 療 上 ， 食 生 活 の 改 善 が 良 好 な 血 糖 ］ントD－≫に つ な が る と 同 時 に ， 食 物 繊 維 に 富 む 糖 尿 病 治

療 食 に 効 果 が 期 待 さ れ る ． 軽 度 の 肥 満を 伴うNlDDM モデ・の 自 然 発 症 糖 尿 病(KK-A ’)マウスは こ

れ ま で そ の 病 態や 糖尿 病 治 療 薬 の 効果 の 判 定 に 用い ら れ て き た が ， 食 物 繊 維 に 関 す る 実 験

は 行 な わ れ て い な い ． そ こ でKK －A’マウスを 用い.     3覆 の 食 物 繊 維 に つ い て の 糖 尿 病 発 症 お よ

び 糖 質 代 謝 ， 脂質 代 謝に 及ぼ す 影 響 の 検 討を 圓 べ た の で 報 告 す る ．

方 法　 ４週 齢 雄 性KK －A'マウス32頭 を 用 い ， 飼 料 に よ り４群［ Ａ： 対 照 ，B ： ］］アリグ ニン，C ： n°イ

'Jファイ≪゙ - ，0 ： サイリウi） に 分け,    1群８頭 と し た ． 飼料 組 成は ， カfｲ･J2l% ， ラード15 χ，tilロース2%

を 添 加 し た 半 合 成 飼 料を 標 準 飼 料 と し ， 食物 繊 維i 駕を 加え 各 群 と も シヨ楯 で100X に 調 製し た．

飼育 期 間 は27 日 間 とし ， 飲 料 水 は 自 由 摂 取と し た ． 糖 質 代 謝 は, グ ≫］－ス, フ・クKtミン. 1 リ］ヘモグ

at   ン， 脂 質 代 謝 は ，血 清 のChi  ，TG，NEFA ，肝 臓 のChi  ，TG,PL ，糞 中 へ の ステ[】-Iの 排 泄を 測 定 し た．

結 果　 高 分子 の 水溶 性 食 物 繊 維 で あ る サV)ウムに お い て 血 清 グ ル】-ス， 血 清TG ，NEFA ，肝 臓TC

の 有 意 な 低 下 作 用が 認 め ら れ た.  同 じ 水 溶 性 で 低 分 子 の 食 物 繊 維 で あ るn  ■ インフアin' -に お い

て も ， 血 清 のTG お よびNEFA に お い て 低 下 が 認 め ら れ た が ■   ゲ ≫］-ス値 の 低 下 作 用 は 認 めら れ

な か っ た ． 不 溶 性 の 食物 繊 維で あ る ］］アリク' --'Jは 糞 中 の 胆汁 酸 排 泄 量 の 増 加 が みら れ た が ，

血 清 脂 質 ， 肝 臓 脂 質 にお い て の 改 善 効 果 は 認 め ら れな か っ た ．

C 134 水溶性食物繊維の生理効果一盲腸切除ラットにおける場内発酵－

大阪市大 生科　　○　片山（須川）洋子

【 目 的】 水溶性 食物 繊維は主として 盲腸の腸 内細菌によって発酵さ れる が、 もしも盲腸

が全くない場合には 発酵の程度 が著し く影響さ れる もの かどう か非常 に興味深い。　演者は

盲腸の役割を知る ために　 盲腸を 切除し たラットにおける 研究を 試みた。

【 方法 】SD 系雄 ラット（4 週 令）を ２ 群に分け、 一方に は盲腸 切除 の手 術を施し、 他

方には疑似手 術を施し た。　手術 後　7-9　日間経過を みた後に、 （1)    5% セルロ ース食群（対

照 ）、 （2) 無繊維食群、(  3）5% ペクチン食群、(4 ）5% ポリテキストロ ース食群に分け

て　３ 週 間飼 育し た。 腸内 発酵 の生産物である短 鎖脂肪 酸はイオンクロマト グラフィによっ

て測定し た。 結腸粘 膜のDNA 量および タン パク質量 も測 定し た。　また、 回腸および結腸粘

膜 の表 層像を走査電子 顕微鏡によって 観察し た。

【 結果 】5% セルロ ー ス食群 のみ、 盲腸切除ラットの方 が疑似手術 ラット よりも体重が

有 意に大きかっ た。　結腸および小 腸の湿重量、 結腸の長さ が盲腸切除 ラット において有意

に増大し た。　また、 結腸内容物 も盲腸切除ラット において有 意に多かった。5% ポリテキス

ト ロー ス食群 の疑似手術 ラット の短鎖脂肪酸濃度（ 結腸内 容物、 回腸内容物）はきわめて

低かっ た。 結腸内容物中 の短鎖脂肪酸 濃度 につい て、5% ペクチン食群では盲腸切除と疑似

手術と の間で差が見ら れな かったが、 他の群では著しい 差が みら れた。 盲腸を 切除するこ

とによ って、 回腸粘膜 の　DNA 量は各群と も疑似手 術との間に差がみら れなかっ た。 一方、

結腸粘膜のDNA 量は、 盲腸切除によっ て　5% セルロース食群では有意 に増加し たのに対

し、5% ペクチン食群 も　5% ポリ テキストロ ース食群も減少し た。　さら に各群 の結腸粘膜表

層の形態変化を 併せて考察する。

153


